




Comparison of blood pressure and lifestyle in the university student of sugitani campus 
divided according to BMI. 










運動習慣有りの割合は、痩せ群において有意に少なく (37.3%,32.6%, 17.2%, P<0.0001)、喫煙習慣有りの
割合は肥満群において有意に多く認められた (3.4%,2.1 %, 1.0%, P<0.0001)。又、上記三群において収縮期





































ほぼ朝食を毎日食べる（％） 64. 8 57. 7 71 6 
睡眠時間は7時間以上である（％） 27 3 29 25 6 
週二回以上運動をする（％） 31 I 42. 4 20. 4 
栄養のバランスを考えている（％） 35 35 6 34. 5 
喫煙（％）
95. 8/2. 1/2 1 92. 9/3 3/3 9 98. 6/1. 0/0 4 （吸わない／止めた／吸う）
拡,（飲／酉まな（％）い／週1~4日／週5~6日／































本学学生における BMI分類ごとの血圧、生活習慣の特徴 25 
表2)BMIによる三群における問診・血圧・尿所見の結果（男女全体）
肥満群 正常群 痩せ群 H直
杵均年齢（歳） 23 3士4.6 21. 8士3.4 21 4土3.6 く0.0001 
佃子学生の割合（％） 68 4 48 3 37 3 <O. 0001 
件汗習慣に関すろ問診事項
ほぽ刺食を毎日食べる（％） 70 I 63 9 64 8 0 25 
匪眠時間は7時間以上である（％） 29 4 27 4 27 3 0 53 
隅二回以上運動をする（％） 37 3 32. 6 31 2 く0.0001 
採簑のバランスを考えている（％） 35 6 35. 4 35 0. 63 
タバコを吸う（％） 3 4 2. I 1 0 く0.0001 
アルコール飲まない（％） 72 3 72. 6 73. 7 0 14 
rfnヰ．尿所見
収縮期血圧 (mmHg) 128 2土III 119 6土1 9 114 4士115 く0.0001 
拡張期血圧 (mmHg) 71 I土94 66 6土8.4 65. 8士8.I く0.0001 
尿蛋白賜性者の割合（％） 2 4 3 7 3 3 0 35 
尿糖賜性者の割合（％） 0 0 I. 02 0. 91 0 58 
デー タは割合（％）もしくは、 means士 SDで表示
表3)血圧と各因子との関係（重回帰分析により、性、年齢、喫煙状況で調整後）
/3 SE H直
年齢 o. 025 0 070 0. 73 
性（男，1,女，2) -1 I.34 0 501 1.00XlO―25 
BM! 1. 09 0 09 l.OOX!O 25 







?＿ ? 。SE H直
0. 02 
0 14 ． 
0. 22 
9. 32Xl0―I 
5. 52 X 10-12 







群において有意に多く認められた (3.4%,2.1 %, 
1.0%, P<0.0001) (表2)。又、上記三群において
収縮期血圧 (mmHg)は肥満群で有意に高値で





られた (/3=1.09, P=l.QO X 10'25) (表3)。又、喫
煙と BMIの関連も、交絡因子（性、年齢）で調
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